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株式会社テリロジーホールディングス（本社：東京都千代田区、代表取締役社長：鈴木 達、以下
「テリロジーホールディングス」）は、当社の連結子会社でサイバーセキュリティのプロフェッショ
ナル集団である株式会社コンステラセキュリティジャパン（本社：東京都千代田区、代表取締役社
長：宮村 信男、以下「コンステラセキュリティジャパン」）が、フランス・パリに本社を構える
Filigran SAS（CEO：サミュエル・ハシーヌ、CTO：ジュリアン・リシャール、以下「Filigran 社」）
と日本国内におけるマスターディストリビューター契約を締結したことをお知らせいたします。 
 
 背景と協業の目的 

近年、サイバー攻撃は従来のマルウェアや不正アクセスといった手法にとどまらず、偽情報や
心理操作といった「認知領域」を標的とする攻撃が急増しています。このような状況の中、「ア
クティブ・サイバー・ディフェンス（ACD）」の考え方が重要性を増しており、脅威インテリジェ
ンスと認知戦分析を統合できるプラットフォームへのニーズが高まっています。 

Filigran 社は、世界的に著名なオープンソース脅威インテリジェンスプラットフォーム
「OpenCTI」および「OpenBAS」から構成される独自の eXtended Threat Management（XTM）スイ
ートを開発し、両プラットフォームの高度なエンタープライズ版も提供しています。 

今回の提携により、コンステラセキュリティジャパンは自社の脅威インテリジェンスおよび認
知戦分析の専門性を Filigran 社の技術と統合し、日本国内の顧客・パートナーに対し、ワンスト
ップでソリューションを提供してまいります。 

 
なお、発表内容の詳細につきましては、別紙「脅威インテリジェンス分析基盤『OpenCTI』、日

本市場に本格上陸〜コンステラセキュリティジャパンがフランス Filigran 社とマスターディス
トリビューター契約を締結〜」をご参照ください。 

 
本リリースに記載されている社名、商品名は、各社の商標または登録商標です。 

 
■ 株式会社コンステラセキュリティジャパンについて 

株式会社コンステラセキュリティジャパンは、最先端のサイバー脅威情報×独自の製品とサー
ビスをプロデュースする、サイバーセキュリティのプロフェッショナル集団です。 

サイバー攻撃の被害は国内でも後を絶たず、被害は中小・中堅企業にまで及んでおり、サプラ
イチェーンにおけるセキュリティの強化は今や国を守るための重要テーマの一つです。私たちの
使命はすべての企業・組織におけるセキュリティの闇に安全の光を届けることであり、テクニカ
ルな領域の対応だけでなく、攻撃者のモチベーション、組織構造、攻撃手法などを理解し、攻撃
を未然に防ぐためのノウハウを蓄積し、ソリューションを提供します。 

私たちはサイバー領域や認知領域の未知のなる脅威にテクノロジーとインテリジェンスで対抗
し、官公庁、警察・防衛、大企業から中小・中堅企業まで、日本の安全確保に引き続き貢献して
まいります。 

（https://constella-sec.jp/） 
 

【本製品に関するお問い合わせ先】 【報道関係者お問い合わせ先】 

株式会社コンステラセキュリティジャパン 
マーケティング戦略部 

TEL：03-5213-5533、FAX：03-5213-5532 
e-mail：tw-sales@terilogy.com 

株式会社テリロジーホールディングス 
広報担当 齋藤 

TEL：03-3237-3437、FAX：03-3237-3316 
e-mail：marketing@terilogy.com 

 

テリロジーHD連結子会社コンステラセキュリティジャパン、 

フランスFiligran社とマスターディストリビューター契約を締結 

～脅威インテリジェンス分析基盤「OpenCTI」で、日本におけるサイバーセキュリティ 

および認知戦対策の高度化を支援～ 



株式会社コンステラセキュリティジャパン

脅威インテリジェンス分析基盤『OpenCTI』、日本市場に本
格上陸〜コンステラセキュリティジャパンがフランスFiligran
社とマスターディストリビューター契約を締結〜

コンステラセキュリティジャパンは、OpenCTI開発元・フランスFiligran社と国内マスタ
ーディストリビューター契約を締結し、日本におけるサイバーセキュリティおよび認知戦
対策の高度化を支援します。

株式会社コンステラセキュリティジャパン（本社：東京都千代田区、代表取締役社長：宮村信男、以下

「CSJ」）は、フランス・パリに本社を構えるFiligran SAS（CEO：サミュエル・ハシーヌ、CTO：ジュ
リアン・リシャール、以下「Filigran社」）と、日本国内におけるマスターディストリビューター契約
を締結しました。

Filigran社は、世界的に著名なオープンソース脅威インテリジェンスプラットフォーム「OpenCTI」お
よび「OpenBAS」から構成される独自のeXtended Threat Management（XTM）スイートを開発し、
両プラットフォームの高度なエンタープライズ版も提供しています。

今回の提携により、CSJは自社の脅威インテリジェンスおよび認知戦分析の専門性をFiligran社の技術と
統合し、日本国内の顧客・パートナーに対し、ワンストップでソリューションを提供してまいります。

▼OpenCTI／コンステラセキュティジャパンWebサイト

https://constella-sec.jp/security-service/opencti/

▼Filigran社 Webサイト

https://filigran.io/

▼Filigran社 CEOサミュエル・ハシーヌ氏とCSJ代表宮村による対談（動画、書き起こし記事）

https://constella-sec.jp/movie/interview-filigran-ceo_20241120/

背景と目的

近年、サイバー攻撃は従来のマルウェアや不正アクセスといった手法にとどまらず、偽情報や心理操作

といった「認知領域」を標的とする攻撃が急増しています。このような状況の中、「アクティブ・サイ

バー・ディフェンス（ACD）」の考え方が重要性を増しており、脅威インテリジェンスと認知戦分析を
統合できるプラットフォームへのニーズが高まっています。

https://constella-sec.jp/security-service/opencti/
https://filigran.io/
https://constella-sec.jp/movie/interview-filigran-ceo_20241120/


提携の主なポイント

◆ OpenCTIおよびOpenBASエンタープライズ版の日本国内展開

CSJは日本におけるマスターディストリビューターとして、Filigran社が提供するOpenCTIおよびOpen
BASエンタープライズ版の導入支援を行い、ライセンス提供から実装、運用・保守に至るまでの一貫し
たサービスを提供します。

企業や組織はOpenBASを活用することで、脅威インテリジェンスをもとに防御策の有効性を検証した
り、既存の防御とのギャップを特定し、組織が直面する真の脅威への露出状況を把握できます。

◆ 高度な脅威インテリジェンス × 認知戦分析

CSJは、多くの政府機関や大手企業とのプロジェクトを通じて培ってきた以下の技術をOpenCTIに統合
します：

APTグループのプロファイリング

マルウェア分析

C2サーバ追跡

独自の情報作戦分析フレームワーク

ダッシュボードでの可視化、インテリジェンスレポート、自動アラート機能を通じて、リアルタイムで

の状況把握と迅速な意思決定を支援します。

◆ ACD時代におけるインテリジェンス共有

アクティブ・サイバー・ディフェンスの時代において、政府機関、自治体、大手企業など多様な組織間

でのインテリジェンス共有が不可欠です。CSJは、OpenCTIを共通基盤とすることで、こうした組織間
の円滑な情報共有を促進し、日本のサイバーセキュリティ基盤の高度化と統合に貢献します。

◆ OpenCTIコミュニティの支援

CSJは、以下のような取り組みを通じて、OpenCTIオープンソースコミュニティの活性化にも尽力しま
す：

国内イベント・ワークショップの開催

ドキュメントの翻訳・提供

ユーザーグループの運営

これにより、国内外の開発者・ユーザーのエコシステム活性化を促進します。



今後の展開

CSJとFiligran社は、以下の取り組みを共同で推進していきます：

企業および政府機関に対する脅威インテリジェンスプログラムの設計・構築・運用支援

OpenCTIを活用したトレーニングプログラムの拡充

OpenCTIとCSJ独自の認知戦分析ツールとの連携検討

日本国内のチャネルパートナーと連携し、顧客へのOpenCTIソリューション提案を支援

OpenCTIコミュニティへの継続的な支援と貢献

これらを通じて、両社はユーザーおよび開発者エコシステムの強化を図るとともに、日本のサイバーセ
キュリティおよび認知戦への対策能力向上に貢献してまいります。

今回のリリースに先がけ、5月14日に在日フランス大使館にて、脅威インテリジェンスおよび認知戦を
テーマとしたセミナーを開催しました。

https://constella-sec.jp/blog/cyber-security/filigran-event_french-embassy_250514/

Filigran社について

Filigran社は2022年10月に設立され、エンド・ツー・エンドのサイバー脅威管理の革新を目指すサイバ
ーテック企業として注目を集めています。オープンソースによるプロアクティブなソリューションを開

発し、サイバーセキュリティチームが次なる攻撃を予測し、自らの脅威環境や関連リスクを的確に把

握・管理できるよう支援しています。

Filigran社の脅威インテリジェンスプラットフォーム「OpenCTI」および「OpenBAS」は、統合された
XTMスイートとして提供され、6,000以上の世界中の公共・民間組織に利用されています。
Filigran社のソリューションは、Airbus、Marriott、Thales、Hermès、Rivian、Bouygues Telecomと
いった国際企業に加え、欧州委員会、FBI、ニューヨーク市サイバーコマンド、複数の米国・オースト
ラリア連邦機関、オランダ国家警察、欧州各国の省庁など、6,000以上の公共および民間組織に導入さ
れています。

https://filigran.io/

【本件に関する問い合わせ先】

https://constella-sec.jp/blog/cyber-security/filigran-event_french-embassy_250514/
https://filigran.io/


株式会社コンステラセキュリティジャパン

マーケティング戦略部

TEL:03-5213-5533

e-mail：tw-sales@terilogy.com

Web：https://constella-sec.jp/

株式会社コンステラセキュリティジャパンのプレスリリース⼀覧

https://prtimes.jp/main/html/searchrlp/company_id/38356

https://constella-sec.jp/
https://prtimes.jp/main/html/searchrlp/company_id/38356

